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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 本県では、トマトをはじめ野菜生産における施設化を推進している。しかし、トマトの施設栽培におい
ては、連作による塩類集積や、硝酸態窒素等の溶脱に伴う環境負荷の増大が懸念されている。 
 このため、施設野菜を対象に開発したpFセンサー制御による灌水同時施肥システム（施設キュウリ
で実用化技術、平成13年）の夏秋トマト栽培における適正な灌水及び液肥濃度を明らかにし、さらに
土壌中の硝酸態窒素の動態と溶脱状況を把握し、環境負荷の少ない夏秋トマト施肥法を開発する。 

(1) 本システムは、液肥混入機により一定濃度（EC値）の液肥を点滴灌水する方式で、灌水をpFセン
サーで自動制御する（図１）。 
灌水時間帯は、午前６時と７時の２回とする。１回当たりの灌水最大時間は15分間とし、２回の合
計灌水量が約1.5ﾘｯﾄﾙ/株以下になるように設定する（図２）。

(2) 本システムにおける夏秋トマトの第３段果房開花期以降のpF設定値は、収量性等を考慮すると、
灌水始点pF2.3、灌水止点pF2.1が適当である（表１）。 

(3) 本システムで供給する液肥濃度は、収量性等を考慮すると0.5dS/mが適する（表２）。

(4) 施肥量については、対照施肥法より20％少ない窒素施用量で、対照区とほぼ同等の収量が得ら
れ、減肥効果が明らかになった(表２、３)。 

(5) 栽培終了後に土壌に残存する硝酸態窒素は対照区に比べ少なく、環境負荷軽減に有効な栽培
法であると考えられた(表３)。

２期待される効果

(1) システム導入時の減肥指標として活用できる。

(2) 栽培終了後に残存肥料成分が少ないので、土壌の塩類集積が回避できる。

３適用範囲

 県内各産地の夏秋トマト施設栽培農家。

４普及上の留意点

(1) 本システムは、第３段花房開花期以降に活用し、定植後から第３花房開花期以前の管理につい
ては、トマトの生育等を見ながら灌水のみを行う。

(2) 基肥にスタータとして窒素成分で0.5㎏/ａ程度施用する。

(3)
本システムは構造が比較的簡単なため自作が可能であるが、自作した場合でも導入初年目に
設置に要する物財費として約45万円である。
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